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(57)【要約】
【課題】効率的に低消費電力モードを活用して消費電力
を低減できるファクシミリ受信装置を実現すること。
【解決手段】ＭＦＰ１（１０００）のサブＣＰＵ１０４
０が、低消費電力モード中にファクシミリ受信した場合
、受信したファクシミリデータを記憶可能なＬＡＮ４０
０上の装置を探索し、該探索された装置（ＭＦＰ２（２
０００）のＨＤＤ２０９０）に前記ファクシミリデータ
を記憶させておき、その後、低消費電力モードから通常
モードに復帰した際に、前記装置から前記ファクシミリ
データを取得し、ＨＤＤ１０９０に記憶させ、プリント
システム１０７０に印刷させる構成を特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　公衆回線を介してファクシミリの受信を制御する受信手段と、
　ネットワークを介して他の装置との通信を制御する通信手段と、
　前記受信手段と前記通信手段とを制御する制御手段と、
　前記受信手段を介して受信したファクシミリデータを処理する処理手段とを有し、
　前記各手段に電力を供給する通常モード、及び、前記受信手段と前記通信手段と前記制
御手段には電力を供給するが前記処理手段には電力を供給しない低消費電力モードでの動
作が可能なものであり、
　前記制御手段は、前記低消費電力モード中に、ファクシミリ受信した場合、該受信した
ファクシミリデータを記憶可能な前記ネットワーク上の装置を探索し、該探索された装置
に前記ファクシミリデータを記憶させておき、前記低消費電力モードから前記通常モード
に復帰した際に、前記装置から前記ファクシミリデータを取得して前記処理手段に処理さ
せる、ことを特徴とするファクシミリ受信装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記ファクシミリデータを記憶可能な装置が存在しない場合、前記低
消費電力モードから前記通常モードに復帰させることを特徴とする請求項１に記載のファ
クシミリ受信装置。
【請求項３】
　前記通常モード及び前記低消費電力モードで電力が供給される記憶手段を有し、
　前記制御手段は、前記低消費電力モード中に前記ネットワーク上の装置にファクシミリ
データを記憶させたことを示す履歴情報を前記記憶手段に記憶させておき、前記通常モー
ドに復帰した際に前記記憶手段に記憶された履歴情報に基づいて前記装置から前記ファク
シミリデータを取得することを特徴とする請求項１又は２に記載のファクシミリ受信装置
。
【請求項４】
　前記処理手段は、
　前記受信手段を介して受信したファクシミリデータを格納する格納手段と、
　前記格納手段に格納されたファクシミリデータを印刷する印刷手段とを有することを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のファクシミリ受信装置。
【請求項５】
　前記格納手段は、ハードディスク装置であることを特徴とする請求項４に記載のファク
シミリ受信装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記低消費電力モード中に、前記受信手段を介して受信されるファク
シミリデータを保存可能な装置を定期的に探索しておき、ファクシミリ受信した場合、前
記探索結果を用いて前記ファクシミリデータを記憶可能な装置の存在を判断することを特
徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のファクシミリ受信装置。
【請求項７】
　前記ファクシミリデータを保存する装置を探索する際の優先順位を設定する設定手段を
設け、
　前記制御手段は、前記設定手段に設定された優先順位に基づいて、前記ファクシミリデ
ータを保存する装置を探索することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の
ファクシミリ受信装置。
【請求項８】
　公衆回線を介してファクシミリ受信を制御する受信手段と、ネットワークを介して他の
装置との通信を制御する通信手段と、前記受信手段と前記通信手段とを制御する制御手段
と、前記受信手段を介して受信したファクシミリデータを処理する処理手段とを有し、前
記各手段に電力を供給する通常モード、及び、前記受信手段と前記通信手段と前記制御手
段には電力を供給するが前記処理手段には電力を供給しない低消費電力モードでの動作が
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可能なファクシミリ装置の制御方法であって、
　前記制御手段が、前記低消費電力モード中にファクシミリ受信した場合、該受信したフ
ァクシミリデータを記憶可能な前記ネットワーク上の装置を探索する探索ステップと、
　前記制御手段が、前記探索ステップで探索された装置に前記ファクシミリデータを送信
して記憶させる記憶ステップと、
　前記低消費電力モードから前記通常モードに復帰した際に、前記制御手段が、前記装置
から前記ファクシミリデータを取得する取得ステップと、
　前記制御手段が、前記取得ステップで取得した前記ファクシミリデータを前記処理手段
に処理させる処理ステップと、
を有することを特徴とするファクシミリ受信装置の制御方法。
【請求項９】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載されたファクシミリ受信装置の手段としてコンピ
ュータを機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファクシミリを受信するファクシミリ受信装置であって、消費電力を削減す
るための低消費電力モードに移行、復帰する仕組みをもっているファクシミリ受信装置の
制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１では、消費電力が比較的少ないサブＣＰＵ、消費電力は多いが高速にデータ
を処理できるメインＣＰＵと、その他のデバイスから構成されるシステムが提案されてい
る。このシステムは、低消費電力モードでは、サブＣＰＵのみを動作させ、メインＣＰＵ
とその他のデバイスの動作を停止することにより、消費電力を削減している。このシステ
ムでは、低消費電力モード中に外部からデータを受信してサブＣＰＵだけでは処理しきれ
ない場合、サブＣＰＵが、動作を停止しているメインＣＰＵ及びその他のデバイスを再起
動し、通常モードに復帰する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－５０２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記従来のシステムでは、低消費電力モード時に電源がＯＦＦになるデバイスの中にハ
ードディスクドライブ（以下、ＨＤＤと記述する）が含まれている。ＨＤＤは、その物理
的な構造に起因する耐久性の問題のため電源のＯＮ／ＯＦＦ回数に制限が設けられている
。そのため、従来のシステムでは、低消費電力モードへの移行、復帰の回数を減らすため
に一度低消費電力モードから復帰すると一定時間は低消費電力に移行しない、ＦＡＸ（フ
ァクシミリ）を装着した場合には低消費電力モードには移行しない等の処理が行われてい
る。これにより、従来システムでは、特にＦＡＸが装着された場合に、ＨＤＤのＯＮ／Ｏ
ＦＦ回数制限が足枷となって低消費電力モードを有効に活用できず無駄に電力を消費して
いた。
【０００５】
　また、コンピュータシステムでは、外部からサービスを要求されたホストが低消費電力
モードの場合には、通常モードで動作している他のホストが代理で外部からのサービス要
求を処理する代理応答する仕組が提案されている。しかし、ＦＡＸ受信の場合には、ＦＡ
Ｘ番号と受信デバイスが１対１で対応しており、最終的にはＦＡＸ番号で指定されたデバ
イスで受信したデータを紙に印刷して出力する必要がある。そのため、ＦＡＸ受信におい
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ては、上記コンピュータシステムと同じ方法で代理応答を行うことはできない。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたものである。本発明の目的は、効率
的に低消費電力モードを活用して消費電力を低減できるファクシミリ受信装置を実現する
仕組みを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、公衆回線を介してファクシミリの受信を制御する受信手段と、ネットワーク
を介して他の装置との通信を制御する通信手段と、前記受信手段と前記通信手段とを制御
する制御手段と、前記受信手段を介して受信したファクシミリデータを処理する処理手段
とを有し、前記各手段に電力を供給する通常モード、及び、前記受信手段と前記通信手段
と前記制御手段には電力を供給するが前記処理手段には電力を供給しない低消費電力モー
ドでの動作が可能なものであり、前記制御手段は、前記低消費電力モード中に、ファクシ
ミリ受信した場合、該受信したファクシミリデータを記憶可能な前記ネットワーク上の装
置を探索し、該探索された装置に前記ファクシミリデータを送信して記憶させておき、前
記低消費電力モードから前記通常モードに復帰した際に、前記装置から前記ファクシミリ
データを取得して前記処理手段に処理させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、効率的に低消費電力モードを活用して消費電力を低減できるファクシ
ミリ受信装置を実現することができる等の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】システム全体の構成を示す図である。
【図２】ＭＦＰ１（１０００）の全体の動作を示すフローチャートである。
【図３】低消費電力モード移行処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】通常モードのＦＡＸ受信処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】低消費電力モードのＦＡＸ受信処理の一例を示すフローチャートである。
【図６】ネットワークストレージ探索処理の一例を示すフローチャートである。
【図７】ネットワークストレージ保存処理の一例を示すフローチャートである。
【図８】履歴情報の例を示す図である。
【図９】低消費電力モードから通常モードに復帰した際の動作を示すフローチャートであ
る。
【図１０】ネットワークストレージデータ取得処理の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１は、本発明のファクシミリ受信装置を適用可能なシステム全体の構成を示す図であ
る。
　図１において、ＭＦＰ１（１０００）、ＭＦＰ２（２０００）は、複合機（多機能周辺
装置；Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）を示す。
　図１に示すように、ＭＦＰ１（１０００）は、ＦＡＸ ＩＦ（１０１０）、ＬＡＮ ＩＦ
（１０２０）、Ｓｕｂ ＣＰＵ（１０４０）、ＲＯＭ１０３０を備える。また、ＭＦＰ１
（１０００）は、Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｓｙｓｔｅｍ（１０６０）、Ｍａｉｎ ＣＰＵ（１０８
０）、Ｐｒｉｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ（１０７０）、ＤＲＡＭ１０５０、ＨＤＤ１０９０を備
える。
【００１２】
　ＦＡＸ ＩＦ（ＦＡＸインタフェース）１０１０は、公衆回線５０００を介したＦＡＸ
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（ファクシミリ）送受信を制御する。ＬＡＮ ＩＦ（ＬＡＮインタフェース）１０２０は
、ＬＡＮ４０００等のネットワークを介したデータの送受信（ＬＡＮ４０００を介して他
の装置との通信）を制御する。Ｓｕｂ ＣＰＵ（サブＣＰＵ）１０４０は、ＦＡＸインタ
フェース１０１０とＬＡＮインタフェース１０２０を制御する。ＲＯＭ１０３０は、サブ
ＣＰＵ１０４０を起動するためのブートコードを記憶している。
【００１３】
　Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｓｙｓｔｅｍ（コントロールシステム）１０６０は、ＭＦＰ１（１０
００）内の各モジュールを連携して動作させるための制御を行う。Ｍａｉｎ ＣＰＵ（メ
インＣＰＵ）１０８０は、システム全体の制御や、さまざまなアプリケーションの実行を
行う。ＤＲＡＭ１０５０は、電源がＯＮの間データを一時記憶する。ハードディスクドラ
イブ（ＨＤＤ）１０９０は、メインＣＰＵ１０８０及びサブＣＰＵ１０４０が実行するプ
ログラムを格納する。また、ハードディスクドライブ１０９０は、受信したファクシミリ
データ（ＦＡＸデータ）を格納する。Ｐｒｉｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ（プリントシステム）１
０７０は、画像データを紙に印刷する。
【００１４】
　そして、サブＣＰＵ１０４０の性能は、ＦＡＸインタフェース１０１０を制御してＦＡ
Ｘを受信すること、及び、ＬＡＮインタフェース１０２０を制御してＬＡＮ４０００に接
続されている他のデバイスとデータの送受信を行うのに必要な性能を元に決定する。サブ
ＣＰＵ１０４０は、ＣＰＵコア（ＣＰＵ Ｃｏｒｅ）１０４１と、ワークＲＡＭ（Ｗｏｒ
ｋ ＲＡＭ）１０４２とを有する。ワークＲＡＭ１０４２は、データや、実行プラグラム
を電源がＯＮの間一時的に保存することできる。ワークＲＡＭ１０４２のサイズは、ＦＡ
Ｘインタフェース１０１０を制御してＦＡＸを受信することとＬＡＮインタフェース１０
２０を制御してＬＡＮ４０００に接続されている他のデバイスとデータ送受信を行うのに
必要な実行プログラムのサイズより大きくする。このような構成により、サブＣＰＵ１０
４０は、ＤＲＡＭ１０５０やＨＤＤ１０９０が電源ＯＦＦで使えない場合でも、ＦＡＸイ
ンタフェース１０１０とＬＡＮインタフェース１０２０の制御が可能となる。
　なお、ワークＲＡＭ１０４２は、サブＣＰＵ１０４０の外部に設けられていてもよい。
ただし、この場合、ワークＲＡＭ１０４２は、通常モード及び低消費電力モードの双方で
電力が供給されるものとする。
【００１５】
　また、ＭＦＰ１（１０００）には、低消費電力モードが実装されている。低消費電力モ
ードでは、ＦＡＸインタフェース１０１０、ＬＡＮインタフェース１０２０、サブＣＰＵ
１０４０のみが電源ＯＮに維持され、その他のモジュールは電源ＯＦＦにされ、消費電力
を数ワット以下に抑えられる。また、サブＣＰＵ１０４０は、メインＣＰＵ１０８０に比
べて消費電力を抑えた構成となっている。
【００１６】
　なお、ＭＦＰ２（２０００）は、ＭＦＰ１（１０００）と同じ構成からなる装置であっ
て、ＬＡＮ４０００を介してＭＦＰ１（１０００）と接続されている。ＭＦＰ１（１００
０）中のブロック（１＊＊＊）とＭＦＰ２（２０００）中のブロック（２＊＊＊）は同じ
機能を持つものであり、詳細な説明は省略する。
　さらに、公衆回線５０００を介して、ＦＡＸ機３０００が、ＭＦＰ１（１０００）とＭ
ＦＰ（２０００）に接続されている。
【００１７】
　図２は、ＭＦＰ１（１０００）の全体の動作を示すフローチャートである。なお、この
フローチャートにおけるメインＣＰＵ１０８０の処理は、ＨＤＤ１０９０に記録されたプ
ログラムをメインＣＰＵ１０８０が実行することにより実現される。また、このフローチ
ャートにおけるサブＣＰＵ１０４０の処理は、ＨＤＤ１０９０又はＲＯＭ１０３０等から
読み出されワークＲＡＭ１０４２に記憶されたプログラムをサブＣＰＵ１０４０が実行す
ることにより実現される。
【００１８】
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　まず、不図示の電源スイッチがＯＮになりサブＣＰＵ１０４０が起動されると（Ｓ２０
１）、サブＣＰＵ１０４０は、ＲＯＭ１０３０からブートコードをワークＲＡＭ１０４２
にロードして実行し、装置全体の初期化を行う（Ｓ２０２）。これにより、ジョブ（Ｊｏ
ｂ）を受け付けるための準備が行われる。なお、ジョブは、ＦＡＸインタフェース１０１
０、ＬＡＮインタフェース１０２０、又は、コントロールシステム１０６０から入力され
る。これらのモジュールは、ジョブの受信を検知すると、それをサブＣＰＵ１０４０に通
知する構成となっている。
【００１９】
　上記初期化が終わると、サブＣＰＵ１０４０は、ジョブを受け付けたか否かを判定する
（Ｓ２０３）。そして、上記Ｓ２０３にて、ジョブを受け付けたと判定した場合（Ｓ２０
３でＹｅｓ）、サブＣＰＵ１０４０は、受け付けたジョブがＦＡＸ受信であったか否かを
判定する（Ｓ２０４）。
【００２０】
　そして、上記Ｓ２０４にて、受け付けたジョブがＦＡＸ受信であったと判定した場合（
Ｓ２０４でＹｅｓ）、サブＣＰＵ１０４０は、ＭＦＰ１（１０００）が低消費電力モード
であるかどうかを判定する（Ｓ２０６）。
【００２１】
　そして、上記Ｓ２０６にて、低消費電力モードでない（通常モード）と判定した場合（
Ｓ２０６でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０は、通常費電力モードのＦＡＸ受信処理（後述す
る図４に示す）を実行する（Ｓ２０９）。そして、電源スイッチがＯＦＦにされなければ
（Ｓ２１３でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０は、再度、ジョブの受け付けを判定する（Ｓ２
０３）。
【００２２】
　一方、上記Ｓ２０６にて、ＭＦＰ１（１０００）が低消費電力モードであると判定した
場合（Ｓ２０６でＹｅｓ）、サブＣＰＵ１０４０は、低消費電力モードのＦＡＸ受信処理
（後述する図５に示す）を実行する（Ｓ２０８）。そして、電源スイッチがＯＦＦにされ
なければ（Ｓ２１３でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０は、再度、ジョブの受け付けを判定す
る（Ｓ２０３）。
【００２３】
　また、上記Ｓ２０４にて、受け付けたジョブがＦＡＸ受信でなかったと判定した場合（
Ｓ２０４でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０は、低消費電力モードかどうかを判定する（Ｓ２
０７）。
【００２４】
　そして、上記Ｓ２０７にて、低消費電力モードでない（通常モード）と判定した場合（
Ｓ２０７でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０及びメインＣＰＵ１０８０が、受けたジョブを処
理する（Ｓ２１２）。そして、電源スイッチがＯＦＦにされなければ（Ｓ２１３でＮｏ）
、サブＣＰＵ１０４０は、再度、ジョブの受け付けを判定する（Ｓ２０３）。
【００２５】
　一方、上記Ｓ２０７にて、低消費電力モードであると判定した場合（Ｓ２０７でＹｅｓ
）、サブＣＰＵ１０４０は、通常モードに復帰する処理を実行する（Ｓ２１０）。サブＣ
ＰＵ１０４０は、低消費電力モードのため電源ＯＦＦになっているメインＣＰＵ１０８０
、ＨＤＤ１０９０、ＤＲＡＭ１０５０、コントロールシステム１０６０、プリントシステ
ム１０７０の電源をＯＮにする。これにより、ＭＦＰ１（１０００）は、低消費電力モー
ドから通常モードへの復帰する。
【００２６】
　そして、通常モードに復帰すると、サブＣＰＵ１０４０及びメインＣＰＵ１０８０が、
受けたジョブを処理する（Ｓ２１２）。また、ＭＦＰ１（１０００）では、通常モードへ
復帰した際に、後述する図９に示す低消費電力モードから通常モードに復帰した際の動作
を実行する。そして、電源スイッチがＯＦＦにされなければ（Ｓ２１３でＮｏ）、サブＣ
ＰＵ１０４０は、再度、ジョブの受け付けを判定する（Ｓ２０３）。
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【００２７】
　また、上記Ｓ２０３にて、ジョブを受け付けていないと判定した場合（Ｓ２０３でＮｏ
）、サブＣＰＵ１０４０は、低消費電力モード移行条件を満たしたか否かを判定する（Ｓ
２０５）。ここで、低消費電力モード移行条件を満たす場合とは、一定時間（ユーザによ
り設定可能）、ジョブを受信しない、一定時間操作部での操作が行われない、又は、操作
部において低消費電力モード移行操作がなされた等の条件を満たす場合を示す。
【００２８】
　そして、上記Ｓ２０５にて、低消費電力モード移行条件を満たしていないと判定した場
合（Ｓ２０５でＮｏ）、電源スイッチがＯＦＦにされなければ（Ｓ２１３でＮｏ）、サブ
ＣＰＵ１０４０は、再度、ジョブの受け付けを判定する（Ｓ２０３）。即ち、低消費電力
モード移行条件の判定処理（Ｓ２０５）は、アイドリング中（ジョブを受信しない間）、
定期的に行われることとなる。
【００２９】
　一方、上記Ｓ２０５にて、低消費電力モード移行条件を満たしたと判定した場合（Ｓ２
０５でＹｅｓ）、サブＣＰＵ１０４０は、ステップＳ２１１に処理を進める。ステップＳ
２１１では、サブＣＰＵ１０４０は、低消費電力モード移行指示をコントロールシステム
１０６０を介してメインＣＰＵ１０８０に行い、メインＣＰＵ１０８０が低消費電力モー
ド移行処理（後述する図３）を開始する（Ｓ２１１）。そして、低消費電力モードに移行
後、電源スイッチがＯＦＦにされなければ（Ｓ２１３でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０は、
再度、ジョブの受け付けを判定する（Ｓ２０３）。
【００３０】
　なお、電源スイッチがＯＦＦになると（Ｓ２１３でＹｅｓ）、ＭＦＰ１（１０００）は
全ての動作を終了し、電源をＯＦＦにする（Ｓ２１４）。
　最初に、全てのモジュールが電源ＯＮになっている通常モードから低消費電力モードに
移行するための手順（図２のＳ２１１等の低消費電力モード移行処理）を、図３のフロー
チャートを参照しながら示す。
【００３１】
　図３は、図２のＳ２１１等に示した低消費電力モード移行処理の一例を示すフローチャ
ートである。なお、このフローチャートにおけるメインＣＰＵ１０８０の処理は、ＨＤＤ
１０９０に記録されたプログラムをメインＣＰＵ１０８０が実行することにより実現され
る。また、このフローチャートにおけるサブＣＰＵ１０４０の処理は、ＨＤＤ１０９０又
はＲＯＭ１０３０等から読み出されワークＲＡＭ１０４２に記憶されたプログラムをサブ
ＣＰＵ１０４０が実行することにより実現される。
【００３２】
　メインＣＰＵ１０８０は、不図示の操作部若しくはコントロールシステム１０６０から
低消費電力モードに移行する旨の指示を受けると（例えば、図２のＳ２１１）、本フロー
チャートの処理を開始する。
【００３３】
　メインＣＰＵ１０８０は、まず低消費電力モードで電源をＯＦＦにする全てのモジュー
ルの状態を確認し（Ｓ３０１）、低消費電力モードで電源ＯＦＦとなる全てのモジュール
が現在動作中で無い（電源をＯＦＦにできる）か否かを判定する（Ｓ３０２）。そして、
現在動作中のモジュールがある（電源をＯＦＦにできないモジュールがある）と判定した
場合（Ｓ３０２でＮｏ）、メインＣＰＵ１０８０は、ステップＳ３０１に処理を戻し、確
認処理を繰り返す。
【００３４】
　そして、現在動作中のモジュールがない（いずれのモジュールも電源をＯＦＦにする準
備が出来た）と判定した場合（Ｓ３０２でＹｅｓ）、メインＣＰＵ１０８０は、その旨を
サブＣＰＵ１０４０に通知する（Ｓ３０３）。そして、メインＣＰＵ１０８０は、自分自
身が電源ＯＦＦに移行するための準備を行う（停止する）（Ｓ３０４）。
【００３５】
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　サブＣＰＵ１０４０は、上記Ｓ３０３のメインＣＰＵ１０８０からの通知により、低消
費電力モードに移行する準備ができたことを認識すると（Ｓ３０５）、ステップＳ３０６
に処理を進める。
【００３６】
　ステップＳ３０６では、サブＣＰＵ１０４０は、ＦＡＸを受信することとＬＡＮ４００
０に接続されている他のデバイスとデータの送受信を行うのに必要な実行プログラムを、
ＨＤＤ１０９０からワークＲＡＭ１０４２にコピーする。
【００３７】
　次に、サブＣＰＵ１０４０は、低消費電力モードで電源ＯＦＦになるメインＣＰＵ１０
８０、ＨＤＤ１０９０、ＤＲＡＭ１０５０、コントロールシステム１０６０、プリントシ
ステム１０７０の電源をＯＦＦにする（Ｓ３０７）。そして、低消費電力モードへの移行
を完了する。
【００３８】
　なお、ＦＡＸインタフェース１０１０は、通常動作モードでも低消費電力モードでも電
源ＯＮであり常にＦＡＸ受信を検知できる。ＦＡＸインタフェース１０１０は、ＦＡＸ送
信要求を検知すると、それをサブＣＰＵ１０４０に通知する（図２のＳ２０４）。通知を
受けたサブＣＰＵ１０４０は、ＭＦＰ１（１０００）が通常動作モードか低消費電力モー
ドかを判定し（図２のＳ２０６）、その後の処理を変える構成となっている。
【００３９】
　次に、ＭＦＰ１（１０００）が通常動作（通常モード）中にＦＡＸ機３０００からＦＡ
Ｘ受信する手順（図２のＳ２０９に示した通常モードのＦＡＸ受信処理）を、図４のフロ
ーチャートを参照しながら説明する。
【００４０】
　図４は、図２のＳ２０９に示した通常モードのＦＡＸ受信処理の一例を示すフローチャ
ートである。なお、このフローチャートにおけるメインＣＰＵ１０８０の処理は、ＨＤＤ
１０９０に記録されたプログラムをメインＣＰＵ１０８０が実行することにより実現され
る。また、このフローチャートにおけるサブＣＰＵ１０４０の処理は、ＨＤＤ１０９０又
はＲＯＭ１０３０等から読み出されワークＲＡＭ１０４２に記憶されたプログラムをサブ
ＣＰＵ１０４０が実行することにより実現される。
【００４１】
　例えば、ＦＡＸ機３０００がＭＦＰ１（１０００）に対応するＦＡＸ番号にＦＡＸ送信
を行うと、公衆回線５０００を介して、ＭＦＰ１（１０００）のＦＡＸインタフェース１
０１０に対して送信要求が出される。ＭＦＰ１（１０００）側では、ＦＡＸインタフェー
ス１０１０が送信要求を認識すると、その旨をサブＣＰＵ１０４０に通知する（Ｓ４０１
）。
【００４２】
　この通知により、サブＣＰＵ１０４０は、ＦＡＸインタフェース１０１０を制御し、Ｉ
ＴＵ－ＴＳ Ｇ３等の規格に従ってデータの受信を開始する（Ｓ４０２）。
　サブＣＰＵ１０４０は、受信したデータ（ＦＡＸデータ）をコントロールシステム１０
６０を介してＤＲＡＭ１０５０又はＨＤＤ１０９０に保存する（Ｓ４０３）。そして、サ
ブＣＰＵ１０４０は、全データを受信したか否かを判定し（Ｓ４０４）、全データを受信
するまで（Ｓ４０４でＮｏの間）、上記Ｓ４０３で受信データの保存を繰り返す。
【００４３】
　サブＣＰＵ１０４０は、全データを受信したと判定した場合（Ｓ４０４でＹｅｓ）、受
信したデータが正常か否かを判定する（Ｓ４０５）。そして、ノイズ等の何らかの原因で
受信データが壊れていると判定した場合（Ｓ４０５でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０は、送
信元（ＦＡＸ機３０００）に対して再送要求を出し（Ｓ４０６）、ステップＳ４０３に処
理を戻す。
【００４４】
　一方、上記Ｓ４０５で、受信データが正常であると判定した場合（Ｓ４０５でＹｅｓ）
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、サブＣＰＵ１０４０は、ステップＳ４０７に処理を進める。
　ステップＳ４０７では、サブＣＰＵ１０４０は、ＦＡＸインタフェース１０１０を制御
し、公衆回線５０００を介して送信元（ＦＡＸ機３０００）に対してデータを正常に受信
したことを通知する。それと同時にサブＣＰＵ１０４０は、メインＣＰＵ１０８０に対し
て、受信したデータの印刷を要求する（Ｓ４０８）。
【００４５】
　メインＣＰＵ１０８０は、サブＣＰＵ１０４０から受信データの印刷要求を受けると（
Ｓ４０９）、ステップＳ４１０に処理を進める。
　ステップＳ４１０では、メインＣＰＵ１０８０は、通常受信したデータは何らかの方法
でエンコードされているため、ＤＲＡＭ１０５０又はＨＤＤ１０９０から受信データを取
り出し、デコードして画像データに変換し、ＤＲＡＭ１０５０に書き込む。
【００４６】
　その後、メインＣＰＵ１０８０は、プリントシステム１０７０に対して画像データを印
刷するための設定を行う（Ｓ４１１）。さらに、メインＣＰＵ１０８０は、上記Ｓ４１０
で作成してＤＲＡＭ１０５０に保存した画像データをプリントシステム１０７０に送信す
る（Ｓ４１２）。そして、プリントシステム１０７０が、受け取った画像データを紙に印
刷する（Ｓ４１３）。なお、印刷が完了すると、メインＣＰＵ１０８０は、その旨の通知
をサブＣＰＵ１０４０に行い、通常モードのＦＡＸ受信処理を終了する。
【００４７】
　次に、ＭＦＰ１（１０００）が低消費電力モード中にＦＡＸ機３０００からＦＡＸ受信
する手順（図２のＳ２０８に示す低消費電力モードのＦＡＸ受信処理）を、図５を参照し
ながら説明する。
【００４８】
　図５は、図２のＳ２０８に示した低消費電力モードのＦＡＸ受信処理の一例を示すフロ
ーチャートである。なお、このフローチャートにおけるサブＣＰＵ１０４０の処理は、Ｈ
ＤＤ１０９０又はＲＯＭ１０３０から読み出されてＷｏｒｋＲＡＭ１０４２に記憶された
プログラムをサブＣＰＵ１０４０が実行することにより実現される。
【００４９】
　例えば、ＦＡＸ機３０００がＭＦＰ１（１０００）に対応するＦＡＸ番号にＦＡＸ送信
を行うと、公衆回線５０００を介して、ＭＦＰ１（１０００）のＦＡＸインタフェース１
０１０に対して送信要求が出される。ＭＦＰ１（１０００）側では、ＦＡＸインタフェー
ス１０１０が送信要求を認識すると、その旨をサブＣＰＵ１０４０に通知する（Ｓ５０１
）。
【００５０】
　この通知を受けてサブＣＰＵ１０４０は、ＬＡＮインタフェース１０２０、ＬＡＮ４０
００を介して、ＬＡＮ４０００に接続されているネットワークストレージ（Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ Ｓｔｏｒａｇｅ）として使えるデバイスが存在するかどうかを調べる（Ｓ５０２）。
ここでネットワークストレージとは、電源ＯＦＦになっているＨＤＤ１０９０の代替とし
て使用可能なデバイスのことである。図１に示す例では、ＭＦＰ１（１０００）と同じ構
成のＭＦＰ２（２０００）がＬＡＮ４０００を介して接続されている。ＭＦＰ２（２００
０）が通常モードで動作している場合、ＭＦＰ１（１０００）のサブＣＰＵ１０４０は、
ＭＦＰ２（２０００）のＨＤＤ２０９０を自身のＨＤＤ１０９０の代替として利用するこ
とが可能である。
【００５１】
　ここで、上記Ｓ５０２のネットワークストレージとして使えるデバイスが存在するかど
うかを調べる手順（ネットワークストレージ探索処理）について、図６を参照して詳細に
説明する。
【００５２】
　図６は、図５のＳ５０２に示したネットワークストレージ探索処理の一例を示すフロー
チャートである。なお、Ｓ６０１～Ｓ６０３の処理は、ＭＦＰ１（１０００）のワークＲ
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ＡＭ１０４２に記憶されたプログラムをサブＣＰＵ１０４０が実行することにより実現さ
れる。また、このフローチャートのＳ６５０～Ｓ６５２の処理は、ＭＦＰ２（２０００）
のワークＲＡＭ２０４２に記憶されたプログラムをサブＣＰＵ２０４０が実行することに
より実現される。
【００５３】
　まず、ＭＦＰ１（１０００）のサブＣＰＵ１０４０が、ストレージ（Ｓｔｏｒａｇｅ）
の利用要求をＬＡＮ４０００を介して接続されているデバイス全てに対してブロードキャ
ストする（Ｓ６０１）。その後、サブＣＰＵ１０４０は、前記ストレージの利用要求に対
する許可の返信を待機する（Ｓ６０２）。そして、前記ストレージの利用許可が返信され
たと判定した場合（Ｓ６０２でＹｅｓ）、サブＣＰＵ１０４０は、ネットワークストレー
ジと使えるデバイスが存在すると認識して、処理を終了する。
【００５４】
　なお、ネットワーク４０００上に、ＭＦＰ２（２０００）と同一の機能を有するＭＦＰ
が複数存在する場合、ストレージの利用許可が複数返信される場合がある。この場合、Ｍ
ＦＰ１２（１０００）のサブＣＰＵ１０４０は、最初に返信されたストレージの利用許可
のみを採用し、その後に返信されたストレージの利用許可は無視するものとする。
【００５５】
　一方、前記ストレージの利用許可の返信が確認されない場合（Ｓ６０２でＮｏ）、サブ
ＣＰＵ１０４０は、タイムアウトとなったか否かを判定し（Ｓ６０３）、未だタイムアウ
トになっていないと判定した場合（Ｓ６０３でＮｏ）、上記Ｓ６０２に処理を戻す。
【００５６】
　一方、上記Ｓ６０３で、既にタイムアウトになったと判定した場合（Ｓ６０３でＹｅｓ
）、サブＣＰＵ１０４０は、ネットワークストレージと使えるデバイスが存在しないと認
識して、処理を終了する。
【００５７】
　また、ＭＦＰ２（２０００）のサブＣＰＵ２０４０は、ＬＡＮ４０００を介してストレ
ージの利用要求を受け取ると（Ｓ６５０でＹｅｓ）、ステップＳ６５１において、自身の
ストレージ（ＨＤＤ２０９０）が利用可能な常態かどうかを確認する。そして、自身のス
トレージ（ＨＤＤ２０９０）が利用可能であると判定した場合（Ｓ６５１でＹｅｓ）、サ
ブＣＰＵ２０４０は、ステップＳ６５２に処理を進める。
【００５８】
　ステップＳ６５２では、サブＣＰＵ２０４０は、ジョブＩＤ（Ｊｏｂ ＩＤ）を発行し
、ＭＦＰ１（１０００）に対してストレージの利用許可を前記ジョブＩＤを付加して、Ｌ
ＡＮ４０００を介して返信する（Ｓ６５２）。
【００５９】
　一方、上記Ｓ６５１で、自身のストレージ（ＨＤＤ２０９０）が利用可能でないと判定
した場合（Ｓ６５１でＮｏ）、サブＣＰＵ２０４０は、何も返信することなく、処理を終
了する。
【００６０】
　以下、図５のフローチャートの説明に戻る。
　上記Ｓ５０２の処理を終了すると、ステップＳ５０３において、サブＣＰＵ１０４０は
、上記Ｓ５０２のネットワークストレージ探索処理結果に基づいて、ネットワークストレ
ージとして利用可能なデバイスが存在するか否かを判定する。そして、上記Ｓ５０３で、
ネットワークストレージとして利用可能なデバイスが存在しないと判定した場合（Ｓ５０
３でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４０は、ＭＦＰ１（１０００）を通常モードに復帰する処理
を行ウ（Ｓ５２０）。
【００６１】
　そして、ＭＦＰ１（１０００）が通常モードに復帰した後、サブＣＰＵ１０４０及びメ
インＣＰＵ１０８０は、通常モードでの処理（図４のＳ４０２～Ｓ４１３）を行うように
制御する（Ｓ５２１）。
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【００６２】
　一方、上記Ｓ５０３で、ネットワークストレージとして利用可能なデバイスが存在する
と判定した場合、即ちＨＤＤ１０９０の代替として使用可能なデバイスのＨＤＤ２０９０
を見つけると、サブＣＰＵ１０４０は、ステップＳ５０４に処理を進める。
【００６３】
　ステップＳ５０４では、サブＣＰＵ１０４０は、ＦＡＸインタフェース１０１０を制御
しＩＴＵ－ＴＳ Ｇ３等の規格に従ってデータの受信を開始する。
　そして、サブＣＰＵ１０４０は、受信したデータをＬＡＮインタフェース１０２０、Ｌ
ＡＮ４０００、ＭＦＰ２（２０００）のＬＡＮインタフェース２０２０、コントロールシ
ステム２０６０を介してＨＤＤ２０９０に保存する（Ｓ５０５）。
【００６４】
　ここで、上記Ｓ５０５の受信データ（ＦＡＸデータ）をネットワークストレージに保存
する処理（ネットワークストレージ保存処理）の詳細を図７を参照しながら説明する。
　図７は、図５のＳ５０５に示したネットワークストレージ保存処理の一例を示すフロー
チャートである。なお、Ｓ７０１～Ｓ７０４の処理は、ＭＦＰ１（１０００）のワークＲ
ＡＭ１０４２に記憶されたプログラムをサブＣＰＵ１０４０が実行することにより実現さ
れる。また、このフローチャートのＳ７５０，Ｓ７５１の処理は、ＭＦＰ２（２０００）
のワークＲＡＭ２０４２に記憶されたプログラムをサブＣＰＵ２０４０が実行することに
より実現される。
【００６５】
　まず、ＭＦＰ１（１０００）のサブＣＰＵ１０４０が、ＦＡＸインタフェース１０１０
を介してＦＡＸデータを受信し（Ｓ７０１）、受信したデータをワークＲＡＭ１０４２に
一時保存する（Ｓ７０２）。
【００６６】
　ワークＲＡＭ１０４２の容量は限られているため、サブＣＰＵ１０４０は、ワークＲＡ
Ｍ１０４２がフル（Ｆｕｌｌ）になったか判定し（７０３）、未だワークＲＡＭ１０４２
がフルになっていないと判定した場合（Ｓ７０３でＮｏ）、そのまま処理を終了する。
【００６７】
　一方、上記Ｓ７０３で、ワークＲＡＭ１０４２がフルになったと判定した場合、サブＣ
ＰＵ１０４０は、ワークＲＡＭ１０４２に一時保存しておいたデータを、ＬＡＮ４０００
を介して図６のＳ６０２で許可を得たデバイスに送信する（Ｓ７０２）。本実施例では、
ＭＦＰ２（２０００）に送信する。そして、処理を終了する。
【００６８】
　ＭＦＰ２（２０００）のサブＣＰＵ２０４０は、図６のＳ６５１でストレージの利用を
許可したデバイスからデータを受信すると（Ｓ７５０でＹｅｓ）、自身のストレージ（Ｈ
ＤＤ２０９０）に受信したデータを保存する（Ｓ７５１）。ここで、ＭＦＰ２（２０００
）は、図６のＳ６５２で送信したジョブＩＤとＳ７５１で保存したデータの関連付けを行
い、後からジョブＩＤを参照することによって、Ｓ７５１で保存したデータを取り出せる
ようにする。そして、処理を終了する。
【００６９】
　以下、図５のフローチャートの説明に戻る。
　上記Ｓ５０５のネットワークストレージ保存処理を終了すると、サブＣＰＵ１０４０は
、全データを受信したか否かを判定し（Ｓ５０６）、全データを受信するままで（Ｓ５０
６でＮｏの間）、上記Ｓ５０５のネットワークストレージ保存処理を繰り返す。
【００７０】
　そして、サブＣＰＵ１０４０は、全データを受信したと判定した場合（Ｓ５０６でＹｅ
ｓ）、受信したデータが正常か否かを判定する（Ｓ５０７）。そして、ノイズ等の何らか
の原因で受信データが壊れていると判定した場合（Ｓ５０７でＮｏ）、サブＣＰＵ１０４
０は、送信元（ＦＡＸ機３０００）に対して再送要求を出し（Ｓ５０８）、ステップＳ５
０５に処理を戻す。
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【００７１】
　一方、上記Ｓ５０７で、受信データが正常であると判定した場合（Ｓ５０７でＹｅｓ）
、サブＣＰＵ１０４０は、ステップＳ５０９に処理を進める。
　ステップＳ５０９では、サブＣＰＵ１０４０は、ＦＡＸインタフェース１０１０を制御
し、公衆回線５０００を介して送信元（ＦＡＸ機３０００）に対してデータを正常に受信
したことを通知する。
【００７２】
　それと同時に、サブＣＰＵ１０４０は、上記Ｓ５０５でＭＦＰ２（２０００）のＨＤＤ
２０９０に保存したデータを後で取り出せるように、ワークＲＡＭ１０４２に履歴（図８
）を残す（Ｓ５１０）。そして処理を終了する。
【００７３】
　図８は、図５のＳ５１０でワークＲＡＭに保存する履歴情報の例を示す図である。
　図８に示すように、上述の履歴は、ワークＲＡＭ１０４２上の決められたアドレスから
始まる連続領域にリストとして存在し、サブＣＰＵ１０４０は、常にその先頭アドレスを
知っている。
【００７４】
　リストの各エントリー（履歴情報）は、受信時刻８０１、データ保存デバイス８０２、
ジョブＩＤ８０３で構成される。
　受信時刻８０１は、ＦＡＸ受信した時刻を記録する。データ保存デバイスは、図６のＳ
６０２でストレージの使用許可を送ってきて、図７のＳ７０２でデータを送信したデバイ
ス名、又は、そのデバイスのＩＰアドレス（ＩＰ Ａｄｄｒｅｓｓ）（若しくは、デバイ
ス名とＩＰアドレスの両方）を記録する。ジョブＩＤ８０３は、図６のＳ６５２で送信さ
れてきたジョブＩＤを記録する。即ち、履歴情報は、低消費電力モード中、受信時刻８０
１に受信したＦＡＸデータを、データ保存デバイス８０２に示すネットワーク上の装置に
、ジョブＩＤ８０３に対応させて記憶させたことを示す情報である。
【００７５】
　サブＣＰＵ１０４０は、１回ＦＡＸ受信を行うと、新しいエントリーを作成し、各構成
要素を記入してリストに挿入する。リストの最後は、最後であることを示す特殊なデータ
（ＮＵＬＬ（８０４））とする。これにより、サブＣＰＵ１０４０は、既知の先頭アドレ
スからＮＵＬＬ（８０４）を見つけるまで順次エントリーを読んでいくことにより、リス
トの内容全てをチェックすることができる。
【００７６】
　次に、ＭＦＰ１（１０００）が低消費電力モードから通常モードに復帰した際の動作に
ついて、図９を参照しながら説明する。
　図９は、ＭＦＰ１（１０００）が低消費電力モードから通常モードに復帰した際の動作
を示すフローチャートである。なお、このフローチャートにおけるサブＣＰＵ１０４０の
処理は、ＨＤＤ１０９０又はＲＯＭ１０３０に記録されたプログラムをサブＣＰＵ１０４
０が読み出して実行することにより実現される。また、このフローチャートにおけるメイ
ンＣＰＵ１０８０の処理は、ＨＤＤ１０９０に記録されたプログラムをメインＣＰＵ１０
８０が読み出して実行することにより実現される。
【００７７】
　低消費電力モードから通常モードに復帰すると、サブＣＰＵ１０４０は、ワークＲＡＭ
１０４２の履歴を確認し、低消費電力モード中にＦＡＸ受信を行ったかどうかを判定する
（Ｓ９０１）。もし、低消費電力モード中にＦＡＸ受信を行った履歴が存在すると判定し
た場合（Ｓ９０１でＹｅｓ）、サブＣＰＵ１０４０は、ワークＲＡＭ１０４２の履歴を参
照してネットワークストレージからデータを取得する（Ｓ９０２）。
【００７８】
　ここで、上記Ｓ９０２の履歴を参照してネットワークストレージからデータを取得する
処理（ネットワークストレージデータ取得処理）の詳細を、図１０を参照しながら説明す
る。
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【００７９】
　図１０は、図９のＳ９０２に示したネットワークストレージデータ取得処理の一例を示
すフローチャートである。なお、Ｓ１００１～Ｓ１００３の処理は、ＭＦＰ１（１０００
）のワークＲＡＭ１０４２に記憶されたプログラムをサブＣＰＵ１０４０が実行すること
により実現される。また、このフローチャートのＳ１０５０，Ｓ１０５１の処理は、ＭＦ
Ｐ２（２０００）のワークＲＡＭ２０４２に記憶されたプログラムをサブＣＰＵ２０４０
が実行することにより実現される。
【００８０】
　ＭＦＰ１（１０００）のサブＣＰＵ１０４０は、ワークＲＡＭ１０４２上の既知の先頭
アドレスから図５のＳ５１０で保存した履歴情報のエントリーを読み出す。そして、サブ
ＣＰＵ１０４０は、そのエントリーに含まれる、デバイス名（又は、ＩＰアドレス）、ジ
ョブＩＤを取り出す（Ｓ１００１）。
【００８１】
　次に、サブＣＰＵ１０４０は、ＬＡＮインタフェース１０２０、ＬＡＮ４０００を介し
て、上記Ｓ１００１で特定したデバイスに対して、上記特定したジョブＩＤに対応するデ
ータの送信を要求し（Ｓ１００２）、データの受信を待機する（Ｓ１００３）。そして、
データを受信すると（Ｓ１００３）、サブＣＰＵ１０４０は、処理を終了する。
【００８２】
　ＭＦＰ２（２０００）のサブＣＰＵ２０４０は、データ要求を受けると（Ｓ１０５０で
Ｙｅｓ）、ステップＳ１０５１に処理を進める。
　ステップＳ１０５１では、サブＣＰＵ２０４０は、上記データ要求に含まれるジョブＩ
Ｄを解析し、図７のＳ７５１で保存したデータを自身のストレージ（ＨＤＤ２０９０）か
ら取り出す。そして、サブＣＰＵ２０４０は、上記取り出したデータを、ＬＡＮインタフ
ェース２０２０、ＬＡＮ４０００を介して、ＭＦＰ１（１０００）に送信する。そして、
処理を終了する。
【００８３】
　以下、図９のフローチャートの説明に戻る。
　上記Ｓ９０２のネットワークストレージデータ取得処理を終了すると、サブＣＰＵ２０
４０は、図１０のＳ１００３で受信したデータを、本来保存するべきであったＨＤＤ１０
９０に保存する（Ｓ９０３）。
【００８４】
　その後、ステップＳ９０４において、サブＣＰＵ２０４０は、メインＣＰＵ１０８０に
対して、受信したデータの印刷を要求する。メインＣＰＵ１０８０は、サブＣＰＵ１０４
０から受信データの印刷要求を受けると、通常モードでＦＡＸ受信した場合と同じ手順（
図４のＳ４１０～Ｓ４１３）でデータを紙に印刷する。そして、印刷が完了すると、メイ
ンＣＰＵ１０８０は、その旨の通知をサブＣＰＵ２０４０に行う。
【００８５】
　上記Ｓ９０４の印刷が完了した旨の通知をメインＣＰＵ１０８０から受信すると、サブ
ＣＰＵ２０４０は、ワークＲＡＭ１０４２内の履歴から該当するエントリーを削除する（
Ｓ９０５）。
【００８６】
　そして、サブＣＰＵ２０４０は、この一連の動作（Ｓ９０１～Ｓ９０５）をワークＲＡ
Ｍ１０４２の履歴が空になるまで（読み出したエントリーがＮＵＬＬ（８０４）になり、
Ｓ９０１でＮｏと判定されるまで）繰り返すように制御する。これにより、低消費電力モ
ード中に受信したＦＡＸを全て紙に印刷することができる。
【００８７】
　なお、上記実施例では、ＭＦＰ１（１０００）で低消費電力モード時にＦＡＸ受信した
受信データをＭＦＰ２（２０００）のストレージに保存する構成について説明した。しか
し、上記ＭＦＰ１（１０００）の機能は、ＭＦＰ２（２０００）にも設けられ、また、上
記ＭＦＰ２（２０００）の機能は、ＭＦＰ１（１０００）にも設けられている。即ち、Ｍ
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ＦＰ２（２０００）は、低消費電力モード時に受信したＦＡＸ受信データをＭＦＰ１（１
０００）のストレージに保存しておき、通常モード復帰時に、ＭＦＰ１（１０００）のス
トレージから上記ＦＡＸ受信データを取得して印刷する構成を有する。また、上述したＭ
ＦＰ１（１０００）及びＭＦＰ２（２０００）の機能を有するＭＦＰはＬＡＮ４０００上
に何台あってもよい。
【００８８】
　また、図６のＳ６５０～Ｓ６５２、図７のＳ７５０～Ｓ７５１、及び、図１０のＳ１０
５０～Ｓ１０５１に示す機能を有するＭＦＰ以外のネットワークデバイス（ネットワーク
装置；例えば、サーバやＰＣ等）を、ＬＡＮ４０００上に設けてもよい。この場合、ＭＦ
Ｐ１（１０００）やＭＦＰ２（２０００）は、低消費電力モード時に受信したＦＡＸ受信
データを上記ネットワークデバイスのストレージに保存しておく。そして、通常モード復
帰時に、上記ネットワークデバイスのストレージから上記ＦＡＸ受信データを取得して印
刷する。
　また、ＭＦＰ１（１０００）やＭＦＰ２（２０００）は、ＨＤＤの代わりに、他の記憶
装置（例えば、フラッシュメモリ）等を設けてもよい。
【００８９】
　さらに、ＭＦＰ１（１０００）のサブＣＰＵ１０４０は、低消費電力モード中、定期的
に、ＦＡＸデータを保存可能な装置を、ＬＡＮインタフェース１０２０を介して探索する
ようにしてもよい。そして、ＦＡＸデータを受信した際に、上記探索結果を用いてＦＡＸ
データを記憶可能な装置の存在を判断するように構成してもよい。なお、ＭＦＰ２（２０
００）についても同様である。
【００９０】
　また、ＦＡＸデータを保存する装置を探索する際の優先順位をユーザが不図示の操作部
から設定する（例えば、探索する装置の名称（又はＩＰアドレス）を優先順に記憶させて
おく）ようにしてもよい。該設定に基づいてＭＦＰ１（１０００）のサブＣＰＵ１０４０
がＦＡＸデータを保存可能な装置を探索するように構成してもよい。なお、この設定情報
は、ＨＤＤ１０９０に格納され、低消費電力モードに移行する際に、ＨＤＤ１０９０から
ワークＲＡＭ１０４２に読み込まれるものとする。なお、ＭＦＰ２（２０００）について
も同様である。
【００９１】
　以上のように、本実施例のＭＦＰは、ＨＤＤ等の記憶装置がＯＦＦになっている低省電
力モード中にＦＡＸを受信した場合、記憶装置をＯＮにするのではなくＬＡＮで接続され
ていて記憶装置として使えるデバイスを探し、そこに受信したデータを保存する。そのた
め、記憶装置のＯＮ／ＯＦＦ回数が足枷となることなく、効率的に低消費電力モードを活
用することができる。この結果、従来より電力の消費を抑えることができる。また、ＦＡ
Ｘ番号に対応するデバイスで、受信したデータを紙に印刷して出力することができる。
【００９２】
　使用例としては、夜間、休日等のオフィスに人が居ない場合には、低消費電力モードに
移行しておきＦＡＸを受信した場合には低消費電力モードのままＦＡＸを受信しデータは
別の記憶装置に置いておく。そして、朝などにオフィスに人が入ってきたときに低消費電
力モードから通常モードに復帰し、低消費電力モード中に受信したＦＡＸをまとめて印刷
する。
【００９３】
　本実施例の制御方法を用いてＭＦＰ等のＦＡＸ受信可能な装置を制御することにより、
ＦＡＸを受信するたびに低消費電力モードから復帰したり、また、ＦＡＸが装着された場
合には低消費電力モードに移行しないといった制限から開放される。それによって、低消
費電力モードで動作する時間を長くでき、長期的にみた消費電力を削減することができる
。
【００９４】
　なお、上述した各種データの構成及びその内容はこれに限定されるものではなく、用途
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や目的に応じて、様々な構成や内容で構成されることは言うまでもない。
　以上、一実施形態について示したが、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プロ
グラムもしくは記憶媒体等としての実施態様をとることが可能である。具体的には、複数
の機器から構成されるシステムに適用しても良いし、また、一つの機器からなる装置に適
用しても良い。
【００９５】
　以下、ＭＦＰ１のサブＣＰＵ１０４０及びメインＣＰＵ１０８０、又は、ＭＦＰ２のサ
ブＣＰＵ２０４０及びメインＣＰＵ２０８０等で読み取り可能な（コンピュータ読取り可
能な）各種データ処理プログラムを格納する記憶媒体（記録媒体）について説明する。
【００９６】
　本発明の各工程（上述した各機能）は、ネットワーク又は各種記憶媒体を介して取得し
たソフトウェア（プログラム）をパーソナルコンピュータ等の処理装置（ＣＰＵ，プロセ
ッサ）にて実行することでも実現できる。
【００９７】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からな
る装置に適用してもよい。また、本発明は、システム或いは装置にプログラムを供給する
ことによって達成される場合にも適応できることは言うまでもない。この場合、本発明を
達成するためのソフトウェアによって表されるプログラムを格納した記憶媒体を該システ
ム或いは装置に読み出すことによって、そのシステム或いは装置が、本発明の効果を享受
することが可能となる。
【００９８】
　本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（各
実施例の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から除外するもの
ではない。
【００９９】
　本発明の様々な例と実施例を示して説明したが、当業者であれば、本発明の趣旨と範囲
は、本明細書内の特定の説明に限定されるのではない。
　なお、上述した各実施例及びその変形例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれるも
のである。
　以上、本実施例によれば、効率的に低消費電力モードを活用して消費電力を低減できる
ファクシミリ受信装置を実現することができる。
【符号の説明】
【０１００】
　１０００　　ＭＦＰ１
　１０３０　　ＲＯＭ
　１０４０　　サブＣＰＵ
　１０４２　　ワークＲＡＭ
　１０８０　　メインＣＰＵ
　１０９０　　ＨＤＤ
　２０００　　ＭＦＰ２
　２０９０　　ＨＤＤ
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